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研究成果の概要（和文）：　本研究は、保健師のキャリアをサポートするために、保健師の職業的アイデンティ
ティの形成を促すICT教育プログラムを開発することを目的とした。経験年数を割付因子に、eラーニングと集合
研修の2群によるRCTを行い、新任保健師の職業的アイデンティティ形成を促す教育方法を検討した。
　28名へ教育を行った結果、職業的アイデンティティの変化は2群間で差は認められなかった。eラーニングにお
いても職業的アイデンティティの形成に必要とされる自己の活動のリフレクションが促される事が推察された。
eラーニングは個人の意欲に影響される学習方法であることから、学習者の意欲を持続させる工夫の検討が必要
である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an ICT education program for public
 health nurses to develop Professional Identity.
　The number of years of experience was conducted by two groups of e-learning and group training, 
and novice public health nurses were examined for the education method. As a result of education to 
28 people, there was no difference between the two groups. e-learning students were able to reflect 
their own activities. Because e-learning is a learning method influenced by an individual's 
motivation, it is necessary to consider a device that will sustain learners ' motivation.

研究分野：公衆衛生看護学
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１．研究背景 
近年、自治体に勤務する保健師（以下、保
健師）は、複雑・多様化した地域の健康課題
や住民ニーズだけでなく、地域包括ケアシス
テムの構築等の新しい体制への対応が求め
られており、質の向上が課題となっている。
専門職は、その活動において職業的アイデン
ティティ（以下、Professional Identity: PI）
の確立が必須である。しかし、昨今の新任保
健師は、日々の業務に追われ、活動への意欲
を減退させているという報告も見られ、PI
の確立が十分では無いことが予測される。ま
た、保健師の人材育成は、組織体制等の課題
により従来の集合型研修開催が困難な自治
体も見受けられる。そこで、集合研修のデメ
リットである時間と場所の制約が無い Web
学習（以下、eラーニング）を用いた PI形成
を促す学習方法を試行し、学習効果を比較す
ることは、今後の人材育成方法の検討に有用
といえる。 

 
２．研究の目的 
本研究では、新任保健師の経験年数を割付
因子とした eラーニングと集合型研修の 2群
によるランダム化比較試験により、新任保健
師の PI形成を促す教育方法を検討する。 
 
３．研究の方法 
1） 研究対象 

4 年制の看護系大学卒業生で、自治体に就
職した保健師経験 5年未満の保健師。 
2） 対象者の割付方法 
 経験年数を割付因子とし、研究とは関わり
のない第 3者に依頼し、ランダム化した。 
3） 実施方法 
① eラーニング講座 
対象者は、ホームページの管理会社である

Well株式会社に対しeラーニングの利用に必
要な利用者登録を行った後、4 週間講座を受
講する。 
② 集合型研修 
研究対象者の都合を調整して日程を設定
し、150分間の学習に参加する。 
4） 学習内容 
事例を用いた相互学習とし、ファシリテー
ターがコーチングスキルを用いて進行する。
両群で用いる事例及び従事するファシリテ
ーターは共通とする。 
5） 評価項目および方法 
① 主評価項目 
学習効果を、保健師の職業的アイデンティ
ティ 12 項目を用いて評価する。本指標は、
若手 B（H24~27：JP247925563）の研究から抽
出したものであり、3 因子構造である。各項
目5段階のリッカートスケールにより得点化
し、点数が高いほど保健師の職業的アイデン
ティティが形成されていると評価する。この
指標を学習開始直前、直後と学習終了 1か月
後の計 3回アンケートによる評価した。アン
ケートは、eラーニング受講者は 3回全てホ

ームページ上で回答し、集合型研修受講者は、
研修当日に切手を貼った返信用封筒を手渡
し、1か月後に郵送を依頼することとする。 
② 副次評価項目 
 学習内容への興味関心の程度および受講
に対する感想を 2群間で比較する。興味関心
の程度は学習者の学習意欲を面白そうだと
思った（attention）」「やりがいがありそうだ
と思った（relevance）」「課題はできそうだ
（confidence）」「プログラムには満足した
（satisfaction）」の 4側面で評価するモデル
である ARCSモデルを用い、感想は自由記載
で求めることとする。 
6） 分析方法 

SPSS22.0J for Windowsを用いて統計解
析を行い、有意水準を p<0.05 とした。2群間の
属性比較はMann-Whitneyの U検定を用い
た。PI の介入による変化の比較には 2-way 
repeated measures ANOVAを行い、群内変
化の比較には多重比較法を用いた。ARCSモ
デルの比較はMann-Whitneyの U検定を用
いた。 
受講の感想は質的記述的に分析した。分析
結果については、保健師資格を有する研究協
力者 1名と質的記述的研究の経験が豊富な研
究者へ確認することにより妥当性を確保し
た。 

 
４．研究成果 
1） 参加状況 
該当者 38 名の対象者のうち、研究への参
加協力が得られた 28 名を、経験年数を割付
因子として各群 14名ずつとした（図 1）。 

eラーニング群は介入中に 3名、介入 1か
月後アンケート未回答者 2名が脱落したため、
9名を分析対象とした。 
集合型研修群は介入前に日程調整困難で 2
名、介入 1か月後アンケート未回答者 1名が
脱落したため、10名を分析対象とした。 

2 群間の平均年齢、保健師経験年数に有意
な差は認められなかった。 

図 1 参加状況 
 



2） PIの変化 
12項目の総得点、因子Ⅰ、因子Ⅲについて、
介入による得点の変化について2群間に有意
な差が認められたが、多重比較法により分析
した結果、時点の特定には至らなかった。因
子Ⅱについては介入による得点の変化に有
意な差は認められなかった。また、介入によ
る 2群間の効果の差については、いずれの項
目も有意な差は認められなかった。 
3） ARCSモデル 

ARCSモデルによる評価を図 2に示す。「面
白そうだと思った（attention）」「やりがいが
ありそうだと思った（relevance）」「プログラ
ムには満足した（satisfaction）」において集
合型研修群の方が「そう思う」と回答した割
合が高かった。100点満点で調査した満足度
は、集合型研修群が 95.91±6.64点、eラーニ
ング群が 75.56±19.60点であり、集合型研修
群が有意に高い値を示した（p=0.001）。 

 
表 1 ARCSモデルによる評価 

4） 受講の感想 
集合型研修群は、受講の感想に示された意
見は次のようであった：「同じ新任期の保健師
と話ができてよかった」「保健師という職業につい

て改めて大切にすべきところなど気づくことがで

きました」「保健師としての気持ちや想いに焦点を

当てた研修は初めて受講したが、とても良い機会

だった」「とてもいい時間をすごせ、自分の成長に

つながる場だった」など。 
eラーニング群は、受講の感想に示された
意見は次のようであった：「保健師である自分
について振り返ることができ、どんな保健師にな

りたいかが具体的になりました」「参加者の方の意

見はとても参考になったと共に、共感出来る事も

多く安心できました」「自分の空いている時間に受

講できるのは、とても良い」「実際に集まらなくて

も一緒に進めることができていると思いました」

「なかなか時間ができず、きちんと参加できなか

った」など。 
5） 考察 

PIを表す 12項目の得点の変化について、
2 群間で差は認められなかった。全体の得点
が eラーニング群より集合型研修群の方が高
かったことは、対面教育の効果が影響したと
推察する。対面教育は、視線や表情など非言
語的コミュニケーションが教育効果に作用
し(大坊, 2005)、関係の良好な仲間との協同的
な学習は、教育効果を高める（Roseth, 
Johnson, & Johnson, 2008）。本研究では、
同じ大学を卒業した新任保健師という共感
性の高い者を対象者としたため、対面による
意見交換が PI 形成を促進したと考える。集
合研修群の感想に、新任保健師同士と交流す
ること自体を評価する内容が記載されてい
たことからも、対象者が対面教育の効果を実
感した様子が推察された。 
また、ARCSモデルについては、2群とも
高く評価していた。成人教育において、教育
プログラムへの関心の高さは主体的な学習
継続を促進させる(森田, 2005)ため、eラーニ
ングは、学びたいことを学びたいときに学ぼ
うとする成人の特徴(Knowles, 1980)を踏ま
えた介入方法として期待できる。 
本研究は、人材育成における介入方法の示
唆を得るために行った。研究参加者 28 名を
14名ずつ 2群に割付けたが、集合型研修群で
4 名、e ラーニング群で 5 名が脱落した。脱
落者が出た背景として、集合型研修は従来の
日程調整の困難さが障壁となり、e ラーニン
グは学習に対する動機付けが不十分だった
可能性が考えられる。本研究で扱ったPIは、
実践を行うために直接必要な知識や技術で
はない（Gregg, 2000）ため、学習すること
で即時に効果を実感することは難しい。e ラ
ーニングへのアクセスは個人の自律性に委
ねられているからこそ、学習意欲を持続する
ための支援方法の検討が必要である。 
 
6） 結論 
本研究の結果より、2 つの介入方法による
介入効果に差は認められなかった。職業的ア
イデンティティは個々の意識であり発達す
るものであることを踏まえ、2 つの介入方法
の利点を取り入れ、より効果的な介入方法を
模索する必要性が示唆された。 
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